
品質工学はさまざまな領域の技術に共通する評価

技術としての存在価値が大きく，その発展や進歩は

新規な技術領域への適用によってなされてきたとい

える。パターン認識技術におけるMTシステム，ソ

フトウエア開発への直交表の利用，そしてコンピュ

ータシミュレーションによるパラメータ設計など，

田口玄一の発想は新規な技術への適用をきっかけと

して生まれ，われわれはそれを目の当たりにしてき

た。そして現在，われわれが直面している新規技術

の代表が人工知能AIである。

技術向上委員会ではAI分野の専門家を委員会に

招聘し，現在のAI技術の状況や研究開発の方向性

を知るとともに，品質工学活用の可能性や果たすべ

き役割，今後の課題などを議論した。

本解説は，その結果をまとめて学会員に紹介する

ものである。これが，AIの技術領域における品質

工学の研究を加速させる引き金になることを期待し

ている。なお，本解説は委員会での議論を再構成し

ているため，発言者を明記した座談会形式とした。

1．AIの機能を定義する

芝野 昨今のAIの発展は目覚ましいものがあり，

社会の注目度も非常に高く，学会誌へも関連する論

文が投稿されている。過日，QEスクエアに「実験

計画法を用いた機械学習モデルのロバスト性向上手

法」1）で，AI技術のロバスト性改善に真正面から

取り組んだ研究例が掲載された。しかし，残念なが

らこの論文以降は進展が見られず，今後の品質工学

の発展を考えるなら，いち早く研究を進めるべき分

野である。

そこで，AIの技術領域に品質工学がどのように

かかわり，その進歩，発展にどんな貢献ができるの

か，品質工学の立場で考えたい。ただし，AIの技

術領域は広く，さまざまなタイプのAIが存在する

ので，ここでは品質工学におけるAIであるMTシ

ステムとの比較ができるように，パターン認識を基

本としたAIを念頭に議論することとする。

田口 AI技術の進歩は目覚ましいので，これから

はあらゆる分野にAIを利用できるようになるだろ

う。言い換えれば，AIで何でもできるようになる。

AIを技術として構築する際には，システムとして

の機能とその理想状態を考えて目的を明確にするこ

と，いわゆるスコーピングがしっかりできているこ

とが重要になる。
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